
 

   

「ＥＶ関連サービスの開発に向けたＥＶ電池劣化診断の実証」 

の対象エリア拡大および実施期間の延長について 
 

２ ０ ２ ４ 年 ４ 月 1 1 日 

関西電力株式会社 

株 式 会 社 関 電 Ｌ ＆ Ａ 

東芝エネルギーシステムズ株式会社 
  

関西電力株式会社(以下、関西電力)、株式会社関電Ｌ＆Ａ（以下、関電 

Ｌ＆Ａ）および東芝エネルギーシステムズ株式会社（以下、東芝ＥＳＳ） 

は、ＥＶの充電データや走行データを活用したＥＶ電池劣化診断の実証（以

下、本実証）に取り組んでまいりました。 

［２０２３年８月１８日お知らせ済み］ 

 

本実証では、参加企業・団体から多数のＥＶを提供いただき、関電Ｌ＆Ａ

の大阪自動車整備工場（以下「大阪工場」）にてデータ取得を実施しており

ました中で、関西エリア以外からのご要望も多くいただいたことを受け、今

回、場所を問わずＥＶ電池劣化診断が可能となる機器を新たに導入するこ

とで、対象エリアを全国に拡大しました。これに合わせ、実証期間を２０２

４年３月３１日から６月３０日まで延長いたします。 

 

実証期間の延長後は、参加企業・団体が運用するＥＶを対象として、大阪

工場に加え、参加企業・団体の事業所などで今回導入する機器を用いて劣化

診断のためのデータ取得を行い、東芝ＥＳＳが自社で有する劣化診断技術

を活かし、ＥＶ電池の状態評価や寿命予測を行います。関西電力は、参加企

業・団体に対して、電池の残容量（ＳＯＨ）、 健全性およびＥＶの効率的

な利用方法に関するレポートを無償で提供します。 

 

ＥＶ電池劣化診断によるＥＶの“安心・安全の見える化”や“効率的な利

用に関するレポート”により、ＥＶの寿命の延伸が期待できます。 

 

今後、３社は本実証で得られる成果を踏まえ、寿命予測によるＥＶの車両

更新にかかる投資の最適化に向けたアセットマネジメントサービスや、エ

ネルギーマネジメントの知見を活かしたＥＶ電池の長寿命化に寄与するコ

ンサルティングサービスの創出に取り組みます。 

これらの新たなサービスについて、データのさらなる蓄積および分析を

継続して実施することにより劣化診断技術を向上させ、２０２４年度中の

サービス開発・展開を目指してまいります。 
 

以 上 

別紙１：本実証の概要 

別紙２：追加する検証内容の概要 

 

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230818_1j.pdf

